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本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（666 月月月 222444 日日日）））   

最 終 例 会 
(12:30～13:30 フォレストヒルズガーデン) 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（777 月月月 111 日日日）））   

2020-21 年度 活動方針 
(12:30～13:30 フォレストヒルズガーデン) 

第１１８１回 ２０２０年６月１７日 例会記録(フォレストヒルズガーデン) 

点  鐘 佐々木会長 

ロータリーソング「それでこそロータリー」 

ロータリアンの行動規範唱和 

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(6/17) 

29 

1 

19 

 

4 2 

4 

92.00 

 

メイク 灰谷・鶴田幸彦・伊藤佳子・兼田 

前々回 

(6/10) 

29 

1 

22 

1 

4 1 

2 

96.29 

メイク 灰谷・兼田・谷本佳弘・桐島 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 時 間 

皆さん、こんにちは。1年前にな

りますが、会長になる勉強会で

「奉仕」についての講義を受け、

私なりに、「みんなのために、し

っかり働き、しっかり努力し、

しっかり報酬を得る」と、理解

しました。また、人間の 2 つの

手は、1つは自分のため、2つ目

の手は自分以外の人のために使う、という言葉が、わ

かりやすく、この 1 年は「光り輝くサーヴィスを行お

う」と会長方針としました。地域のロータリアンの皆

様は、まさに地域の顔ですから、引き続き、サーヴィ

スを実践してください。 

私は、個人的には、子ども食堂の支援や、広島三育

学院の中高校生の聖歌隊の演奏、ミャンマーの小学生

のこぼれる笑顔に触れ、教育への支援が進むのもいい

な、と、思う 1 年でした。もうすぐ会長の任期も終わ

りますが、1 年は振り返れば、面白く、楽しかったで

す。今から会長をやられる、特に若い方は、楽しんで

みましょう。1年間ありがとうございました。 

 



幹 事 報 告 

6月14日(日)献血では大変お世

話になりました。私のお店でさ

せていただきましたので、スタ

ッフも沢山献血の為に人が沢

山集まってくださって、今まで

感じたことが無い事を思って

くれたと思います。 

 60名の方がこられ、初めての 

方も沢山おられました。一番最後６０番目に来られた 

20代の女性は、国道から献血車が見えたので一人で来 

ましたとの事で、この方も初めてという事でした。 

鶴田幸彦さんが作ってくださったポスターがとても 

良く、目を引きました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

6月 14日は、世界献血者デーでもあり、血液という

「いのちを救う贈り物」をする献血者の皆さまに感謝

するとともに、血液製剤を必要とする患者さんのため

に献血が欠かせないことを知っていただく日でもあ

ります。皆様からご協力頂いた血液は、病気や怪我の

治療のための輸血用血液製剤として、患者さんのもと

へ届けられます。 

日赤によると治療で輸血を受ける人は毎日全国で

3000人。そのためには 1日 13000人の献血に協力して

もらう必要があるとの事ですので、出来ましたら、今

後とも継続した献血へのご協力をよろしくお願いい

たします。 

《配 布 物》週報1180号 

《回  覧》次年度会員手帳 確認資料 

卓 話 時 間 

 

 

 

 

熊谷祐司 会員 

 

 

 

「グローバル化とは  私的考察」 

 

次の卓話時間は、住宅地についてお話しようと思っ

ていましたが、国土地理院の地図やハザードマップ等

を用意する必要があるため、断念しました。本日は、

ピンチヒッターですので、日頃考えていることについ

て、２０分程度お話したいと思います。 

 

 私が思う日本のグローバル化は、テレビ局がワイド

ショー等で、タイ米と日本米を街頭で焚いて比較し、

値段と味を比べさせたところから始まったと思ってい

ます。米の値段を比較すると、やがてテレビマン（テ

レビ局職員）の給与もタイと日本を比較することにな

ります。当時、コメ価格が１０倍程度、テレビマンの

給与が１００倍程度、タイと日本は差があったのでは

ないかと思います。究極のグローバル化とは、全世界

で同一労働同一賃金、一物一価に行き着くのであり、

その過程で、日本では賃金の低下・低迷とデフレの進

行が、タイ国では賃金上昇とインフレの進行があり、

やがてどこかで交わることになります。 

（そうであれば、日本のテレビマンの給与は将来的に

下がらざるを得ず、当時はそのことに気がついていな

かったのではないか？） 

 

 また、グローバル化が進展すると国際分業化も進み、

国境も低くなって、人・物・金が自由に移動すること

になります。この事は、感染症を広がりやすくし、物

や金も「低い国」に流れ込みやすいことを意味します。

その結果どうなるでしょうか？ 

 嘗ては、世界的に富裕層、中間層、貧困層というピ

ラミッドが存在し、日本や米国、欧州の国民は、ほぼ

富裕層や中間層の上部に属して繁栄を謳歌する一方、

中国、インド、アフリカ等の国民の殆どは、中間層の

下部から貧困層に属していました。その頃の日本は、

まさに「一億総中流」の時代で、「ジャパン・アズ・ナ

ンバーワン」の時代でした。しかしながら、このグロ

ーバル化の進展により、各国の社会構造も均質化し、

富裕層、中間層、貧困層というピラミッドが世界で一

つではなく、各国に一つ出来上がることになりました。 



（但し、現状では各国で富裕層、中間層、貧困層の構

成比は異なります。究極的には、各国での構成比が等

しくなります。） 

 

このため、先進各国や日本も嘗ては殆ど存在しなか

った貧困層が出現（中間層が貧困層に落ちて）し、特

に米国では白人中間層の没落が顕著なものになりま

した。トランプ大統領は、国境に壁を造り、関税も高

くして反グローバル（アメリカファースト）の傾向を

強めています。私には、富裕層、中間層、貧困層とい

うピラミッドが世界で一つだった時代に戻そうとし

ているように思えます（出来るか出来ないは別とし

て）。そうすれば、米国民の殆ど（白人中心）は偉大

な中間層として復活するからです。脱グローバル、反

グローバルの芽が、ＥＵの一部やイギリス（ブレグジ

ット）にも芽生えつつあります。 

 

しかしこの流れを絶対に受け入れられない国があ

ります。中国です。国際分業がなくなり、また国境が

高くなって、人・物・金が自由に移動するが出来なく

なると、中国にある工場が各国に戻り、他国への投資

が困難になり、知的財産権も盗みづらくなります。現

に、米国の中国人留学生の殆どは国外退去になるよう

です。そうすると、中国は全てが昔に戻ることはあり

ませんが、今の中間層は相当程度貧困層に落ちて、中

間層が薄くなります。こうなると、富裕層である高級

共産党員に対する批判が強くなり、厚い中間層でその

不満を吸収することが出来なくなり、暴動、内乱、分

裂といった事態になることが想定され、国内が不安定

化するとともに、共産党政権の正当性が維持出来なく

なります。このような事態は絶対に避けたい。中国に

とって反グローバルは、死活問題なのです。 

 

 さてグローバル化が進展した日本はどうでしょう

か？国際分業化が進み、人・物・金が自由に移動でき

るようになったので、国内の工場は外国に出て行き、

国内では空洞化が進行しました。また、高度成長期以

降、大学の新設が増えたので労働者のホワイトカラー

化が一層進みました。ホワイトカラーは主として都市

型産業に従事しますので、東京一極集中と地方の衰退

も進行しました。一方、ブルーカラーは減少したため、

その穴埋めに外国人の実習生、研修生に頼る状況にな

っています。公務員を含むホワイトカラーの増加によ

り、その仕事の確保及び雇用の維持を図る必要が出て

きました。その対策として政府が採った政策は疑似 IT

化でした。これは、ペーパーベースのシステムをその

思想のままシステム化する方法で、抜本的な改革を伴

わないものでした。これによりホワイトカラーの仕事 

を効率化することはできましたが、仕事自体を無くす

ることはしませんでした。（贅肉 GDPとなっても、次世

代の成長産業への展開が見通せないので、無くせなか

ったのが実態）そこには、雇用の維持とともに既得権

益保護があるように思います。 

 

その結果、日本の行政システムは諸外国のそれに比

べて、２周遅れ、３周遅れとなりました。現在の IT

担当大臣が、「ハンコ文化を守る会（ハンコ議連）」の

会長であることからも、革新的 IT化の推進を行う気は

全くないことが窺えます。 

 

人材不足となったブルーカラーの分野は、もうイノ

ベーションが起こせなくなっています。昔は、家庭の

事情で大学進学を諦めた優秀な人材の多くが地元に残

り、町工場等で働いていました。彼らは、能力があり

ますから先輩の技術を目で盗み、専門書を読み込んで、

その技術に磨きをかけました。そうして、全国各地で

小さいけれど多くのイノベーションを起こし、「ジャパ

ン・アズ・ナンバーワン」となる礎になりました。 

 

ところが彼らが退職して一線を去った現在、その技

術はロボット化され、単純作業が外国人頼りとなって

います。こうなったら、グローバル化により、どの国

で製造しても結果は同じです。そして、今の日本は、

国際競争力が世界で３４位となりました。凋落です。 

けれども、製造現場に次々とイノベーションが起こせ

る人がいれば、ロボット化の技術も日進月歩となって、

新たな付加価値を生むことができますので、国際競争

力も回復することができます。（IT では、製造方法や

製造過程に関して新たなイノベーションは起こせませ

ん） 

IT化、AI化できる仕事（主として事務作業、登記業

務は９割以上可能です。残りの業務も法律を変えれば

IT 化できます。）は機械にさせて、人間は IT 化、AI

化できない仕事をするよう社会の産業構造を変えてゆ

くべきではないでしょうか？ 

会員増強会議 

 

会員組織委員会 乗越委員長 

 

コロナ禍で、社会全体が厳しい状況

にある中、会員増強は難しい雰囲気

がありますが、会員維持というのは、

しっかりと土台を固める意味でも非

常に大事だと思いますので、皆様方のご協力を心から

お願いしたいと思います。 

………情報の共有……… 



2019-2020 佐々木会長年度 

2019.6 

第 110回 

ロータリー国際大会 

(ドイツ・ハンブルグ) 

参加 

7月 

3日 第 1例会         

         

 

 髪もさっぱり、名札も一新 

         

                 

 

 

 

8月 

3日 納涼家族例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 

11日 地区特別補助金による贈呈式 

高見が丘こども塾「竹の子」に炊事用具を寄贈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19日 竹原・広島空港 RC 初の合同公式訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

20日 第 1回 お酒を楽しむ会(水軍の里) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミャンマーへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10月 

19.20日 三原臨空商工祭りにてチャリティーバザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

20日 第 24回全国空港 RCフォーラム 

 (ホスト 成田コスモポリタン RC) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.27日 地区大会(ホスト 福山 RC) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 

3日 野球同好会練習試合 

12月 

4日 例会前のラジオ体操 始まり(毎月第一例会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島三育学院 

クリスマスチャリティーコンサート後援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20日 Xmas家族例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 

8日 新年会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 

5日 4クラブ合同例会(ホスト 瀬戸田 RC) 

 

 

 

 

 

 



 

3月～5月 

新型コロナウィルス感染拡大の情勢に鑑み 

例会・行事中止 

3月 15日 PETS＆地区チーム研修セミナー 

    22日 ＩＭ（ホスト 尾道東ＲＣ） 

4月 5日 ＲＬＩパート 2 

    26日 沼田川クリーンキャンペーン 

5月 17日 地区研修協議会 

  22日 ＧＥを囲む次年度会長幹事会 

（6/15に延期） 

  24日 四クラブ親睦ゴルフコンペ 

23.24日  ＲＹＬＡ 

   31日 ＲＬＩパート 3＆卒業プログラム 

6月 6日～10日国際ロータリー第 111回年次大会ハワイ 

 

5月 

15日～22日 マスク 1万枚 

病院・介護福祉関係の会員を中心に配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 

10日 105日ぶりの例会再開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14日 献血による社会奉仕活動 

(6月 14日世界献血者デー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15日 ＧＥを囲むＧ9次年度会長幹事会 

（澤井次年度ガバナー補佐 主催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

24日 奉仕プロジェクト委員会 

    職場体験学習記録集 

作成 会員配布 

 

 

 

 

広報委員会 

Ｍy Ｒotaryアカウント登録推進結果 

2019.8.21  ２４．１４％ 

 2020.6.24 ７５．８６% 


